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 「友好交流宣言」30 周年

草
加
市
長

田
中

和
明

昭
和
50
年
代
に
昭
和
村
民
・
草
加
市
民
に
よ
る
民
間
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
昭
和
村
・
草
加
市
の
交
流
は
、
昭
和
60
年
に
友
好
と

親
善
の
絆
を
深
め
る
た
め
友
好
交
流
宣
言
を
行
い
30
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
各
種
催
事
へ
の
出
展
や
四
季
折
々
の
体
験
ツ

ア
ー
な
ど
、
様
々
な
形
で
の
交
流
に
よ
り
相
互
に
「
絆
」
を
深
め

る
な
か
、
平
成
22
年
に
は
、「
姉
妹
都
市
」
を
締
結
し
、
更
な
る

交
流
の
推
進
を
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
交
流
宣
言
30
周
年
と
い
う
節
目
の
本
年
に
、「
絆
」

を
末
永
く
守
り
、
こ
れ
か
ら
も
姉
妹
都
市
交
流
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
互
い
に
約
束
す
る
姉
妹
都
市
交
流
推
進
宣
言
を
行
っ
た
こ

と
は
、
両
村
・
市
の
今
後
の
交
流
に
と
っ
て
大
変
素
晴
ら
し
い
記

念
碑
と
な
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
、
両
村
・
市
が
相
互
に
協
力
し
あ
い
、「
こ
れ
ま
で
」

の
30
年
間
が
豊
か
な
交
流
で
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、「
こ
れ
か
ら
」

の
30
年
が
更
に
豊
か
な
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、
祈
念
申
し
上
げ
、

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

昭
和
村
長

馬
場

孝
允

草
加
市
と
昭
和
村
は
、
昭
和
60
年
5
月
に
友
好
交
流
宣
言
を
行
っ
て

か
ら
、
30
年
に
わ
た
り
相
互
の
信
頼
と
尊
敬
を
礎
と
し
て
、
双
方
の
住
民

に
よ
る
緊
密
な
友
好
関
係
を
築
い
て
参
り
ま
し
た
。

毎
年
、
多
く
の
草
加
市
民
の
皆
様
に
、
体
験
ツ
ア
ー
や
小
学
校
の
農
村

体
験
学
習
等
に
よ
り
、
当
村
の
彩
り
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
田
舎
の
野
菜
便
」
の
新
鮮
な
農
産
物

を
御
愛
顧
い
た
だ
く
な
ど
、
当
村
に
温
か
い
気
持
ち
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
村
に
と
り
ま
し
て
も
、
自
分

た
ち
の
住
む
村
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
機
会
に
も
な
り
、
非
常
に
元
気
づ

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
村
か
ら
も
様
々
な
機
会
に
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
草
加
市
の
宿
場
町
と
し
て
の
歴
史
情
緒
あ
ふ
れ
る
景
観
、
草
加

せ
ん
べ
い
、
皮
革
、
ゆ
か
た
染
め
等
の
手
業
の
極
み
に
大
き
な
感
動
を
い

た
だ
く
な
ど
、
市
民
・
村
民
の
一
つ
一
つ
の
出
会
い
と
交
流
の
積
み
重
ね

が
、
30
年
の
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

30
周
年
記
念
に
行
っ
た
両
市
村
長
に
よ
る
姉
妹
都
市
交
流
推
進
宣
言

が
、
今
後
と
も
両
市
村
の
交
流
が
ま
す
ま
す
充
実
し
、
末
長
く
お
互
い
に

実
り
多
い
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
そ
の
端
緒
と
な
り
ま
す
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

草
加
市
・
昭
和
村
友
好
交
流
宣
言
30
周
年
に
寄
せ
て
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祝 草 加 市 ・ 昭 和 村  
草加市・昭和村交流 30 年の歩み

・昭和 60 年度
    昭和村と草加市が友好交流宣言に調印（5 月 30 日）

・昭和 61 年度
    交流を記念して「ヒメコマツ」を植樹 

・昭和 62 年度
    昭和村「ふるさと便」開始
    昭和村で、草加市青年会・昭和青年会が交流
    草加市民まつりに、青年会・婦人会・商工会・農協が参加

・ 昭和 63 年度
    草加市朝市に昭和村農協出展
    草加市が「第 4 回からむし織の里フェア」に初参加

・平成 2 年度
     草加市の「朝顔市」に出展し昭和村産野菜を販売
     友好交流 5 周年を記念し、草加市で昭和村の新そばを使った  
     そば打ち会を開催 

・平成 3 年度
    草加市民を対象に「昭和村体験ツアー」が初めて開催される
   （以後毎年開催され、現在では春夏秋冬の年 4 回開催）

・平成 6 年度
   「昭和村体験フェア」を草加市にて初開催

・平成 7 年度
    友好交流 10 周年記念事業「95 昭和村体験フェア」により来村

・平成 9 年度
    草加市立川柳小学校児童らが、ホタルの幼虫を放流

・平成 10 年度
   「昭和村ミニフェア」を草加市役所ギャラリーで開催

・平成 15 年度
    草加市青少年環境調査団 40 人が昭和村を訪問し、カジカの放  
    流や野尻川・玉川の生物調査を実施

・平成 16 年度
    昭和村「心に残る風景」写真展を草加市内 9 ヵ所で開催
    昭和村での雪下ろし研修に市職員 19 名が参加

・平成 20 年度
   「草加ふささら祭り」に参加
    昭和村の子どもたちの草加体験ツアーを初めて開催 

・平成 21 年度
    草加市内の小学校の宿泊体験学習受け入れ開始

・平成 22 年度
    からむし織の里敷地内に草加市制 50 周年記念「そうか桜」植樹
   姉妹都市締結並びに災害応援協定の調印 

・平成 23 年度
   草加市桜まつり、宿場祭りへ参加

・平成 27 年度
   友好交流宣言 30 周年

◀  昭和 60 年の調印式の様子

▼  昭和 63 年 草加市朝市に
  農協が出展

◀  平成 7 年 友好交流 10 周年を
  記念し、草加市の磯崎秋風先
   生による大道芸が披露された

◀  平成 22 年
  草加市の市政
  50 周年を記念 
  し、からむし織

  の里 ( 現道の駅）
  敷地内に植樹さ
  れた「そうか桜」

▶  

平
成
3
年
よ
り
行
わ
れ
て

い
る
「
昭
和
村
体
験
ツ
ア
ー
」

季
節
ご
と
に
田
植
え
や
稲

刈
り
な
ど
の
農
作
業
体
験
か

ら
、
か
ん
じ
き
作
り
や
雪
遊

び
な
ど
、
昭
和
村
を
満
喫
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

◀  平成 23 年より
  参加している桜
  まつり、宿場祭
  りでは野尻地区

  の人達が出店す
  るなど、市民・
  村民同士での交

      流も盛んです

◀  平成 20 年 昭和村の子
  どもたちが草加市へ体
  験ツアーで訪れ、草加
  市内の企業見学や煎餅
  焼き体験などを行いま
  した。現在では草加市
  の小学校の体験学習も
  受け入れており、子ど

  も同士の交流も盛んに
  行われています
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県
民
ス
ポ
ー
ツ
両
沼
大
会

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

準
優
勝

7
月
5
日
、
柳
津
町
に
お
い
て
、
第
68

回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
両
沼
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
村
は
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
出
場
し
、
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
が
強
豪
ひ
し
め
く
な
か
、
準
優
勝

の
快
挙
を
成
し
遂
げ
見
事
会
津
大
会
へ
の

切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
強
豪
チ
ー
ム
相

手
に
一
回
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
が
、
選

手
達
の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
に
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

▲  家庭バレーボールの選手
  会津大会もガンバレ！

6
月
28
日
、
昭
和
村
公
民
館
に
お
い

て
、「
第
67
回
福
島
県
消
防
協
会
会
津
坂

下
支
部
幹
部
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
両

沼
地
区
よ
り
約

300
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
表
彰
も
行
わ
れ
、
村
内
で

は
個
人
20
名
、
団
体
で
は
第
2
分
団
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
内
容
及
び
氏

名
は
秋
の
検
閲
式
で
伝
達
さ
れ
る
予
定

で
す
の
で
そ
の
際
に
お
伝
え
し
ま
す
。

第
67
回
消
防
幹
部
大
会
開
催

第
21
回
ふ
る
さ
と

会
津
昭
和
村
会
総
会

7
月
4
日
、
東
京
「
上
野

精
養
軒
」
に
お
い
て
第
21
回

ふ
る
さ
と
会
津
昭
和
村
会
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
21
回
目
と
な
る
今
回

は
、
会
員
の
ほ
か
村
内
参
加

者
も
合
わ
せ
94
名
と
大
勢
の

方
が
集
ま
り
ま
し
た
。
総
会

後
は
懇
親
会
も
開
か
れ
、
久

し
ぶ
り
に
会
う
同
郷
の
友
と

話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し

た
。

▲ 表彰を受ける第 2 分団長 ▲ 7 年ぶりに昭和村で開催されました

▶  

過
去
2
番
目
の
大
人
数
と
な
り
︑

   

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

〜
善
意
を
あ
り
が
と
う
〜

寄

附

〜
願
い
を
込
め
て
〜

昭
和
保
育
所
に
て
七
夕
行
事

7
月
7
日
、
昭
和
保
育
所
に
お
い

て
「
つ
み
き
ク
ラ
ブ
」
と
共
催
で
七

夕
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
短
冊

に
込
め
て
飾
っ
て
い
ま
し
た
。

▲  七夕飾りの前で記念撮影
  願い事が叶いますように！

◎
故 

本
名
竹
子
様(

下
中
津

川)

よ
り
生
前
の
ご
遺
志
と
し

て
地
域
福
祉
の
発
展
に
役
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
と
、
十
万
円

を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
大
芦
出
身
の
五
十
嵐
由
人

（
大
和
晃
三
郎)

様
よ
り
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
か
ら

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
金
と

し
て
十
万
円
を
ご
寄
附
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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小
供
苧
（
二
）

現
在
の
か
ら
む
し
（
青

苧
）
は
親
苧
・
影
苧
・
ワ

タ
ク
シ
（
私
）
の
三
規
格

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は

お
よ
そ
江
戸
時
代
後
期
よ

り
続
い
て
き
た
規
格
と
思

わ
れ
ま
す
。
い
ち
ば
ん
短

い
ワ
タ
ク
シ
は
「
小
供
苧
」

と
表
記
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
前
回
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
小
供
苧
（
こ
ど
も

そ
）、
新
た
な
資
料
が
確
認

で
き
ま
し
た
。

六
月
二
十
二
日
、
盆
明

け
よ
り
土
蔵
を
解
体
す
る

予
定
と
い
う
こ
と
で
、
野

尻
中
向
の
土
蔵
に
所
蔵
し

て
い
た
資
料
を
、
か
ら
む

し
工
芸
博
物
館
に
託
さ

れ
、
そ
の
資
料
の
緊
急

調
査
を
し
ま
し
た
。
お

よ
そ
百
点
の
資
料
群
は
、

一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年

か
ら
一
九
一
八
（
大
正
七
）

年
ま
で
の
六
五
年
間
の
商

取
引
を
記
録
し
た
大
福
帳

類
で
、
な
か
に
青
苧
仕
入

帳
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
資
料
を
拝
見
す
る

と
、
農
家
で
青
苧
商
売
を

し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

の
屋
号
は
笹
屋
と
い
い
、

特
に
明
治
期
の
当
主
・
清

五
郎
さ
ん
が
残
さ
れ
た
、

一
八
八
二
（
明
治
一
五
）

年
か
ら
明
治
期
の
青
苧
（
か

ら
む
し
）
取
引
関
係
資
料

が
充
実
し
て
い
ま
す
。
現

在
の
金
山
町
・
三
島
町
・

昭
和
村
地
区
か
ら
仕
入
れ
、

そ
れ
を
新
潟
県
（
越
後
）

に
販
売
し
て
い
る
実
態
が

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
越
後

商
人
日
誌
（
明
治
二
二
年
）

と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
資
料
中
に
単
冊
と

し
て
『
小
供
苧
買
入
扣
帳
』

（
こ
ど
も
そ
・
か
い
い
れ
・

ま
と
め
ち
ょ
う
）
と
い
う

も
の
が
出
て
き
ま
し
た
。

一
八
九
九
（
明
治
三
二
年
）

の
も
の
で
す
。
小
供
苧
の

み
を
記
帳
し
た
も
の
で
、

こ
の
時
期
、
こ
の
商
品
規

格
が
ま
と
ま
っ
て
出
て
い

た
こ
と
を
物
語
り
ま
す
。

こ
う
し
た
資
料
か
ら
、

そ
の
同
時
代
の
村
内
経
済

の
動
き
を
知
る
こ
と
が
で

き
て
、
た
い
へ
ん
貴
重
な

資
料
で
す
。
今
後
と
も
、

皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
資
料

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
明
治
維
新

か
ら
約
百
五
十
年
と
な
り
、

明
治
期
の
も
の
が
世
界
遺

産
に
な
る
時
代
で
す
。

前
号
で
子
供
と
表
記
し

ま
し
た
が
、
明
治
期
は
小

供
と
書
い
て
い
る
よ
う

で
す
。
一
九
〇
六(

明
治

三
九)

年
の
夏
目
漱
石
の

小
説
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
の

手
書
き
原
稿
で
は
、「
親
譲

り
の
無
鉄
砲
で
小
供
の
時

か
ら
損
ば
か
り
し
て
居
る
」

と
、
小
供
と
い
う
表
記
を

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
時

代
に
よ
り
校
正
さ
れ
小
供
、

子
ど
も
と
変
化
し
て
い
ま

す
。七

月
十
日
、
昭
和
中
学

校
の
三
年
生
十
一
名
が
東

京
都
大
田
区
の
中
央
市
場

花
き
部
を
早
朝
か
ら
視
察

し
、
仲
卸
中
央
花
卉
の
店

頭
で
昭
和
村
特
産
の
か
す

み
草
の
販
売
体
験
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
花

育
の
取
り
組
み
は
、
矢
ノ

原
圃
場
で
の
定
植
体
験
か

ら
は
じ
ま
り
す
で
に
四
年

継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

か
つ
て
の
か
ら
む
し
産

業
は
「
ワ
タ
ク
シ
」
と
い

う
後
継
者
育
成
の
た
め
の

体
験
の
仕
組
み
を
村
内
ど

の
集
落
で
も
持
っ
て
い
ま

し
た
。
花
育
は
新
し
い
地

域
の
産
業
を
知
っ
て
も
ら

う
取
り
組
み
と
し
て
継
続

し
て
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
事
業
で
す
。

ま
た
暑
い
夏
、
か
ら
む

し
の
セ
ツ
（
節
）
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

【連
載
】
新
史
料
紹
介

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

菅
家

博
昭
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▶
都
内
仲
卸
中
央
花
卉
店
頭

（
昭
和
中
三
年
生
）
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｢年金情報流出｣を口実にした

犯罪にご注意ください！

日本年金機構 専用電話窓口（通話料はかかりません）

０１２０-８１８２１１
受付時間８：３０～２１：００（平日及び土日）

ご自分の情報が流出しているのでは？など、ご心配の方は、
下記専用電話窓口またはお近くの年金事務所へご相談ください。

⽇本年⾦機構を名乗って⼝座番号を聞き出そうとする者や、「流出した
個人情報を削除してあげる」と持ちかけてくる者が現れています。

●⽇本年⾦機構から、この件でお客さまに電話やメールで連絡することは、
⼀切ありません。なお、流出が確認された⽅への新しい基礎年⾦番号は、
郵送でお知らせします。

●⽇本年⾦機構が、この件でお客さまにお⾦やキャッシュカードを要求する
ことは、⼀切ありません。

●日本年⾦機構が、この件でお客さまにＡＴＭの操作をお願いすることは、
⼀切ありません。

日本年⾦機構への不正アクセス事案では、皆さまの年⾦情報が流出し、
ご迷惑、ご心配をおかけしております。申し訳ありません。

国民の皆さまへ

政府は、皆さまの年⾦を守ることを最優先に取り組んでいます。
あわせて、皆さまにお気を付けいただきたいことがあります。
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◆採用職種及び採用予定人員
一般事務・若干名程度

◆受験資格
昭和 55 年 4 月 2 日から平成 10 年 4 月 1 日までに

生まれた者で、学歴は問いません。
ただし、次の各号のいずれかに該当する者は受験

できません。
(1) 日本の国籍を有しない者。
(2) 成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）。

(3) 禁固以上の刑に処せられ、その執行をわるま
で、又はその執行を受けることがなくなるまで
の者。

     (4) 本村職員として懲戒免職の処分を受け、当該 処
分の日から２年を経過しない者。

     (5) 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法
又はその下に成立した政府を暴力で破壊するこ
とを主張する政党その他の団体を結成し又はこ
れに加入した者。

◆試験内容
高校卒業程度で次により行います。
(1) 第１次試験：教養試験、事務適性試験、   

職場適応性検査 
(2) 第２次試験：第１次試験合格者に対し個別

  面接試験及び作文試験
◆試験期日、場所、発表

(1) 第１次試験：平成 27 年 9 月 20 日（日）   
  受付 9:00 ～ 9:30 教養試験 10:00 ～ 12:00
  教養試験終了後、事務適性試験、職場適応    

           検査を実施します。
  試験会場：福島県立坂下高等学校

            （会津坂下町白狐字古川甲 1090） 
(2) 第２次試験：期日等について、第１次試

  験合格者に対して別途通知します。
(3) 発表：平成 27 年 10 月下旬

◆受験手続及び受付期間  
    (1) 申込用紙の請求：申込用紙は、本村役場               

 で交付します。郵便により申込用紙を請  
          求する場合は、封筒の表に「高校卒程度
          試験申込用紙請求」と朱書し、120 円切

 手を貼った宛先明記の角型 2 号の返信用
 封筒を必ず同封してください。

    (2) 申込の方法：申込用紙に必要事項を記入
          して、本村役場に提出してください。 
          申込書を郵送する場合は、82 円切手を
          貼った自分宛の封筒を同封し、その表に
           「高校卒程度 試験申込」と朱書し、必ず
          簡易書留にして送付してください。
    (3) 受付期間：平成 27 年 7 月 16 日（木）～
      同年 8 月 14 日（金）（午後 5 時まで）        

  郵便による申込書提出の場合は、8 月 13 
          日（木）までの消印のあるものに限り受
          け付けます。

【お問い合わせ】
昭和村役場総務課総務係 ☎ 57-2111

平成２８年度 昭和村職員（高校卒程度）採用候補者試験について
昭和村職員（高校卒程度）採用候補者試験を次により行います。

平成２８年度 昭和村職員（保健師）採用候補者試験について
昭和村職員（保健師）採用候補者試験を次により行います。

◆採用職種及び採用予定人員
保健師・若干名

◆受験資格
保健師の資格を有する者又は平成 28 年 4 月 30 日
までに取得見込みの者
次の各号のいずれかに該当する者は受験できません。
(1) 日本の国籍を有しない者。
(2) 成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）。
(3) 禁固以上の刑に処せられ、その執行をわるま

で、又はその執行を受けることがなくなるまで
の者。

     (4) 本村職員として懲戒免職の処分を受け、当該 処
分の日から２年を経過しない者。

     (5) 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法
又はその下に成立した政府を暴力で破壊するこ
とを主張する政党その他の団体を結成し又はこ
れに加入した者。

◆試験内容
個別面接による試験及び作文試験 

◆試験期日、場所、発表
平成 27 年 9 月 30 日（水）
受付 13:00 ～ 13:30、面接試験 13:40 ～

  面接試験終了後、作文試験を実施します。
試験会場：昭和村役場

            （昭和村大字下中津川字中島 652） 
発表：平成 27 年 10 月

◆資格調査
合格者について、必要資格の有無等について調
査します。

◆受験手続及び受付期間  
    (1) 申込用紙の請求：申込用紙は、本村役場               

 で交付します。郵便により申込用紙を請  
          求する場合は、封筒の表に「高校卒程度
          試験申込用紙請求」と朱書し、120 円切

 手を貼った宛先明記の角型 2 号の返信用
 封筒を必ず同封してください。

    (2) 申込の方法：申込用紙に必要事項を記入
          して、本村役場に提出してください。 
          申込書を郵送する場合は、82 円切手を
          貼った自分宛の封筒を同封し、その表に
           「高校卒程度 試験申込」と朱書し、必ず
          簡易書留にして送付してください。
    (3) 受付期間：平成 27 年 7 月 29 日（水）～
      同年 9 月 18 日（金）（午後 5 時まで）        

  郵便による申込書提出の場合は、9 月 16 
          日（水）までの消印のあるものに限り受
          け付けます。

【お問い合わせ】
昭和村役場総務課総務係 ☎ 57-2111














